


■平成 2年 1月 13日0午 後 2時 ～

「多面の才能―秋山泰計」

田口安男氏(東京芸術大学教授)

映 画 会

秋山泰計は昭和 2年 (19 2 7 )高松に生 まれ、昭和61年同地で没 した

版画家です。かれは 「おびか らくり」などの奇抜な紙造形を数々発

案 した、ユニークなデザイナーとして著名ですが、東京芸術大学で

漆工芸 と彫刻 を習得 し、それぞれに際立った才能をみせ るというよ

うに、 きわめて多才で好奇心の旺盛 な作家で した。

昭禾口31年1芸術を捨 てるかの よう1こ率然 とブラジルに渡 りますが、

創作意欲やみがた く、この地で始めた版画制作は結局かれの一生の

仕事 とな りました。

秋山泰計の版画は本版画が主要な ものですが、作風上前期 と後期

に大 きく分`すられます。 前 期 (まブラジル滞在中か ら始め られ昭和41

年頃、作者40歳頃 までの、 リ ア リステ ィックともヒューマニステ ィ

ックとも評 されるような版画群で代表 されます。重量感溢れる人物

像や熱気に満ちた風景画は、若い作者の情熱 と苦悩 を反映 して表現

主義的であ り、描 く対象の リア リテ ィに作者の感情 を盛 り込 もうと

努める姿勢が見 られます。 ところが、後期に移行す るに したがって、

画面は観念的 ・装飾的 とな り、ユーモラスで譜譴的な作風にな りま

す。表面に打ち出されていた作者の感情は次第に画面の後ろに隠さ

れていき、事象を抽象 し戯画化す る醒めた眼が制作に支配的にな り
ました。 といって、作者の′じヽ情や姿勢が冷めて しまった り消極的に

なったわけではあ りません。人間や動物、/tきとし生けるものすべ

てが渾然 と、ほとんど無規律にひ しめきあうような画面 をもつ晩年

の作品群には、社会や人生の激流に呑み込 まれつつ もその中で懸命

にもが く人間の姿―それは時に滑稽でありまた哀 しくもある一が、辛

辣ではあるが同時に暖かいまなざしをもって描かれているのです。

この ような秋山の画業をふ りかえってみると、かれが終始一貫 し

て
“
人間

"を
正視 し表現 し続けたことに気づ かされます。 また秋山

はその刀の切れの冴えのごとくに俗事には無欲で潔癖な人物 で した

が、 と くにかれの小品か らは事物の観照における繊細 さや情味が感

じ取れ、かれの暖かい人柄がよく示 されています。

本展では、秋山泰計の本版画の うち主要作すべてを含む71点のほ

かフロッタージュや染色作品など総数80余点を展観 し、ユニークな

芸術家の軌跡 を展望 しようとするものです。
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講 演 会

■平成 2年 1月 ]4日旧)午 後 2時 ～

■平成 2年 1月 21日帽)午 後 2時 ～

美 術 相 談

「百家の技法」
「印象主義 と後期印象主義」

「キュー ビズムとモダニズム」
「未来派」

■平成元年12月3日 個)午後 1時 ～ 4時

相談員 磯 村敏之氏 (洋画)畑 農照雄氏 (版画)

■平成 2年 1月 20日個)午 後 1時 ～ 4時

相談員 西 嶋俊親氏(洋画)荒 丼朝吉氏(日本画)

「夢の旅 I 群 鳥」1985 92× 182

渋谷区松濤2-14-14 TEL 465-9421渋 谷駅下車徒歩15分 神泉駅下車徒歩5分


